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１．はじめに 

アスファルト舗装は供用後より徐々に劣化し、ポ

ットホール等の破損が発生する。特に積雪寒冷地の

冬期では除雪やタイヤチェーン等の影響もありポッ

トホールが発生しやすい傾向にある。この破損に対

し、簡便に補修することの出来る袋詰め常温アスフ

ァルト合材（以下「全天候型常温合材」という。）は、

緊急補修材としてよく用いられている。また、近年

では地震災害等で道路が破損し、即刻修理が求めら

れるため備蓄材としてのニーズが高まっている。し

かし、従来品の全天候型常温合材は破損した舗装を

簡便に補修できるが、外気温が低い場合団粒になり、

施工が困難であった。その様な条件下で施工を行う

と常温時に比べ締め固めが低下し耐久性にも大きく

影響する。 

そこで、低温時での作業性が良く、耐久性に優れ

た全天候型常温合材の開発を行った。 

２．バインダの開発 

開発を行うにあたり、高耐久全天候型常温合材（細

粒タイプ、開粒タイプ）の当社従来品（以下、従来

品）を比較に用いた。 

低温時の作業性を向上させるためにはバインダの

開発が必要であり、その成分中で作業性に大きく影

響するカットバック剤に注目し、検討を行った。し

かし、低温時の作業性を向上させるとその他の性能

が低下する可能性が考えられたため、耐久性を確保

するため樹脂の検討も併せて行った。 

３.低温時の作業性の検証 

目標として、低温時に使用する際、全天候型常温

合材の団粒がスコップで簡単にほぐれる程度の作業

性が得られることを定めた。 

 全天候型常温合材の作業性を評価する試験方法は

確立しておらず、様々な試験方法が用いられている。 

 本開発では、製造を行うアスファルト合材プラン

トで評価が出来るように特殊な機器を使用しない評

価方法を考案し評価を行った。試験方法の手順を図

－1に示す。 

評価方法は、モールド内に入った試料をモールド

の容積で除して密度を計算する。その密度を基準密

度に対する百分率で示し、作業のしやすさを実績率

として評価した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作業性の評価は、施工経験者に寒冷地での全天候

型常温合材を使用して補修する際の最低気温のヒア

リングを実施し、その結果より－１０℃で行うこと

とした。加えて、常温温度（２０℃）でも実施した。 

目標値については、過去の研究成果より、細粒タ

イプ５６％未満、開粒タイプ６０％未満となると団

粒が発生する傾向であるため、それ以上と定めた。 

作業性評価試験結果を図－２、図－３に示す。 

 

 

 

 

 

 

 試験結果より、従来品は－１０℃の低温下では団

粒になり測定不能に対し、開発品はサラサラしてお

り低温時の作業性を確保していることが確認できた。 

４．性能評価 

現在、全天候型常温合材の性能を規定しているの

は東京都建設局と首都高速道路（株）である。今回
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図－1 作業性評価試験フロー 

１．試料を養生後に開封し、モールドに入れる。

その際、試験準備（１）でカラーにつけた印まで試料を入れ平らに均す。

２．ヘラで周囲に沿って15回、中央部を10回突く。

３．カラーを外し、ワイヤーを使用してモールド上端面を平らに均す。

４．底板＋試料＋モールドの重量を測定する。

試験準備

（１）カラーの高さ半分の位置で印をつける。

（２）モールド＋底板の質量とモールド容積を測定する。

（３）試料は評価目的の温度で7日間養生する。

図－２ 作業性評価試験結果（細粒タイプ） 図－３ 作業性評価試験結果（開粒タイプ） 
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は汎用性を考慮し、東京都建設局の性能評価試験項

目（表－1）の基準を満足することが可能か確認試験

を実施した。 

 
必要な性能 室内試験 試験方法 規格値

初期安定性
常温ホイール
トラッキング試験

舗装調査試験法便覧
20ｍｍ沈下時の走行回数
50回以上

降雨時の耐久性 簡易ポットホール試験 土木材料仕様書
3ｍｍ沈下時の走行回数
30回以上

供用時の耐久性 一軸圧縮試験 舗装調査試験法便覧 残留歪率1.0％以上

 
５．性能評価試験結果 

 性能評価試験結果を表－２に示す。 

 

開発品 従来品 開発品 従来品

（回） 1089 1355 237 358

（回） 190 136 251 254

（％） 1.37 1.30 1.80 1.12

常温ホイールトラッキング試験

簡易ポットホール試験（水浸）

一軸圧縮試験

細粒タイプ 開粒タイプ
性能評価試験

 

 開発品の常温ホイールトラッキング試験、簡易ポ

ットホール試験（水浸）、一軸圧縮試験結果は、東京

都建設局の規格を十分に満足している。 

 開発品と従来品を比較すると、初期の安定性、降

雨時の耐水性については同程度の結果であり、供用

時の耐久性は向上している結果が得られた。 

以上の結果より、開発品は従来品と同等の性能で

あることから耐久性に優れていることが確認できた。 

６．保存期間 

 全天候型常温合材には保存期間があり、一般的に

３～６ヶ月間であるものが多く、従来品は３ヶ月で

あった。備蓄材としても着目されているため長期間

保存が出来るものが求められている。 

 そこで、開発品を所定日数保存後、性能評価試験

を行い性能の変化を確認した。 

 その結果を、表－３、図－４に示す。 

 

保存
1ヶ月

保存
6ヶ月

保存
12ヶ月

保存
1ヶ月

保存
6ヶ月

保存
12ヶ月

（回） 1031 1104 1020 267 249 211

（回） 178 217 224 261 249 203

（％） 1.22 1.55 1.36 1.88 1.94 1.53

簡易ポットホール試験（水浸）

一軸圧縮試験

開粒タイプ

性能評価試験

細粒タイプ

常温ホイールトラッキング試験

 

 

 

 

 

 

 

 

 試験結果より、１２ヶ月経過後性能に大きな低下

は見られず、東京都建設局の規格を十分に満足して

いる。また、低温時での作業性に関しても大きな低

下は無く、安定しており目標値を満足していること

から、１２ヶ月経過しても良好な状態を維持してお

り使用に問題は無い。 

７．試験施工 

 試験施工は、乗用車やフォークリフトが通過する

箇所で行った。当日の外気温は 5℃で、全天候型常温

合材は－１０℃で養生したものを使用した。施工深

さ２～３ｃｍのポットホールを清掃後、水を満たし

その後、全天候型常温合材を投入しスコップとプレ

ートコンパクタで締め固めを実施した。 

 敷きならし時に団粒が見られたが、スコップで簡

単にほぐれ、－１０℃の低温であっても容易に作業

を行えた。その後、直ちに開放し、乗用車で走行し

てもわだちや骨材飛散は見られず良好な状態であっ

た。 

その後、硬化確認のため１０日後、乗用車による

据え切りを行ったが骨材飛散は見られなかった。 

施工完了より、追跡調査を行い状態の観察を行っ

たが、流動や飛散等の損傷は見られず１年経過後も

良好な状態を保っていることを確認した。 

写真－１に施工完了時、写真－２に１年経過後の

写真を示す。 

 

 

 

 

 

 

８．まとめ 

全天候型常温合材を使用する環境は様々で、緊急

補修時にはその使用する状況を選ぶことはできない

が、舗装の破損は交通事故を誘発する原因となるた

め、低温時の厳しい条件下でも破損箇所は即刻補修

が求められる。 

 今回、このような厳しい施工条件下でも作業可能

な保存期間が長く、耐久性に優れた全天候型常温合

材の開発について報告した。 

表－1 性能評価試験項目 

表－２ 性能評価試験 比較結果 

表－３ 性能評価試験結果推移 
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図－４ 作業性試験結果推移（－１０℃） 

写真－１ 施工完了 写真－２ 施工後（１年経過） 
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